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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気調和機に対して通信線を介して通信可能なコントローラーであって、
　前記空気調和機に実行させる機能の種類、該各機能の実行優先順位、及び、該機能の実
行状態を表示する表示手段と、
　前記実行優先順位を設定し、前記機能を実行選択状態である実行選択機能とすることが
可能な操作手段と、
　前記実行優先順位に基づいて、前記機能を実行又は停止させる制御手段と、
　を備え、
　前記操作手段は、前記各機能の前記実行優先順位が切り替わる時刻、及び前記時刻に応
じた時間毎の前記各機能の前記実行優先順位を設定するものであり、
　前記制御手段は、前記操作手段において設定された前記各機能の前記実行優先順位に従
って、前記時刻に応じた時間毎に前記各機能の前記実行優先順位を切り替える
　ことを特徴とする空気調和機のコントローラー。
【請求項２】
　前記操作手段は、実行させる前記機能を選択し、その選択した該機能を実行選択状態と
する
　ことを特徴とする請求項１記載の空気調和機のコントローラー。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記空気調和機において、既に前記機能が実行されている場合、該機
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能の前記実行優先順位と、前記実行選択機能の前記実行優先順位とを比較し、
　前記実行選択機能の前記実行優先順位が低い場合、前記実行選択機能を実行不可とし、
既に実行されている前記機能を継続させ、
　前記実行選択機能の前記実行優先順位が高い場合、既に実行されている前記機能を停止
させ、前記実行選択機能を実行させる
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２記載の空気調和機のコントローラー。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記空気調和機において、既に前記機能が実行されている場合、該機
能の前記実行優先順位と、前記実行選択機能の前記実行優先順位とを比較し、
　前記実行選択機能の前記実行優先順位が低い場合、前記実行選択機能を実行待ちとし、
既に実行されている前記機能が終了した後に、前記実行選択機能を自動実行させ、
　前記実行選択機能の前記実行優先順位が高い場合、既に実行されている前記機能を停止
させ、前記実行選択機能を実行させる
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２記載の空気調和機のコントローラー。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記空気調和機において、既に実行されている前記機能の前記実行優
先順位と、前記実行選択機能の前記実行優先順位とが同一である場合、既に実行されてい
る前記機能と並行して、前記実行選択機能を実行させる
　ことを特徴とする請求項３又は請求項４記載の空気調和機のコントローラー。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記空気調和機において、既に実行されている前記機能がない場合、
前記実行選択機能を実行させる
　ことを特徴とする請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の空気調和機のコントロー
ラー。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記空気調和機において、同時に実行することができない前記機能の
前記各実行優先順位を、前記操作手段によって同一の前記実行優先順位に設定させない
　ことを特徴とする請求項１～請求項６のいずれか一項に記載の空気調和機のコントロー
ラー。
【請求項８】
　前記表示手段は、前記操作手段において設定された前記各機能の前記実行優先順位が切
り替わる時刻、及び前記時刻に応じた時間毎の前記各機能の前記実行優先順位をさらに表
示する
　ことを特徴とする請求項１～請求項７のいずれか一項に記載の空気調和機のコントロー
ラー。
【請求項９】
　室内機と、
　室外機と、
　請求項１～請求項８のいずれか一項に記載の空気調和機のコントローラーと、
　を備えたことを特徴とする空気調和機。
【請求項１０】
　複数の空気調和機をそれぞれ管理及び動作制御を実施する請求項１～請求項８のいずれ
か一項に記載のコントローラーである各下位コントローラーと通信線を介して通信可能な
上位のコントローラーであって、
　前記各下位コントローラーが管理する前記空気調和機専用に実行させる前記機能の種類
、該機能の前記実行優先順位、及び、該機能の前記実行状態を表示する上位表示手段と、
　前記各空気調和機の前記機能の前記実行優先順位を設定し、前記各空気調和機に対して
前記機能を実行選択状態である実行選択機能とすることが可能な上位操作手段と、
　前記実行優先順位に基づいて、前記各空気調和機に対して前記機能を実行又は停止させ
る上位制御手段と、
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　を備えた
　ことを特徴とする空気調和システムのコントローラー。
【請求項１１】
　前記各空気調和機のいずれにも実行させることができる機能情報を備え、
　前記上位表示手段は、前記機能情報における前記機能の種類、該機能の前記実行優先順
位、及び、該機能の前記実行状態を表示し、
　前記上位操作手段は、前記各空気調和機のいずれかを指定し、該空気調和機に対して前
記機能情報に対応する前記機能を実行選択状態である実行選択機能とする
　ことを特徴とする請求項１０記載の空気調和システムのコントローラー。
【請求項１２】
　前記各下位コントローラーは、前記操作手段によって選択した前記実行選択機能の実行
許可を求める開始指令を、前記上位のコントローラーに送信し、
　前記上位制御手段は、前記下位コントローラーから受信した前記開始指令において実行
許可が求められている前記実行選択機能について実行可能か否かを判定し、
　該判定の結果、実行の許可指令又は禁止指令を該下位コントローラーに送信する
　ことを特徴とする請求項１０又は請求項１１記載の空気調和システムのコントローラー
。
【請求項１３】
　前記上位制御手段は、
　前記下位コントローラーが管理する前記空気調和機において、既に前記機能が実行され
ている場合、該機能の前記実行優先順位と、前記実行選択機能の前記実行優先順位とを比
較し、
　前記実行選択機能が実行可能か否かを判定する
　ことを特徴とする請求項１２記載の空気調和システムのコントローラー。
【請求項１４】
　前記上位制御手段は、前記下位コントローラーの前記制御手段と協調して、前記上位表
示手段、及び、該下位コントローラーの前記表示手段において、該下位コントローラーが
管理する前記空気調和機の前記機能の種類、該機能の前記実行優先順位、及び、該機能の
前記実行状態の表示内容を同期させる
　ことを特徴とする請求項１０～請求項１３のいずれか一項に記載の空気調和システムの
コントローラー。
【請求項１５】
　複数の前記空気調和機と、
　請求項１０～請求項１４のいずれか一項に記載の空気調和システムのコントローラーと
、
　を備えた
　ことを特徴とする空気調和システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機の柔軟かつ効率的な運転の運転管理の利便性を図る空気調和機の
コントローラー、当該コントローラーを備えた空気調和機、空気調和システムのコントロ
ーラー、並びに、当該コントローラー及び空気調和機を備えた空気調和システムに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機の運転制御を実施するコントローラーは、例えば、火報機能、省エネ
機能又は快適性機能等の各機能を有している。ここで、上記の各機能について説明する。
火報機能（緊急停止機能）は、例えば、コントローラーが火災等を検知した場合、コント
ローラーが強制的に空気調和機の運転を停止させ、かつ、停止を継続するために他コント



(4) JP 5773754 B2 2015.9.2

10

20

30

40

50

ローラーの操作を禁止する機能である。
【０００３】
　また、省エネ機能とは、例えば、設定温度が変更された場合に規定の時間経過後に省エ
ネとなる設定温度に戻す機能、あるいは、空気調和機が運転した場合に規定の時間経過後
に空気調和機を停止させる機能である。
【０００４】
　さらに、快適性機能とは、例えば、コントローラーによって高負荷運転での急速冷房又
は急速暖房の指令をする機能、あるいは、室内温度の変化に応じてコントローラーが冷房
と暖房とを自動的に切り替えて設定された温度を維持する機能である。
【０００５】
　前記これらの機能の実行には、例えば、安全面に関わる火報機能は必ず実行させ、また
高負荷運転となるような快適性機能と、低負荷運転となるような省エネ機能とは相反する
運転であるため同時実行を回避させる等のために優先順位が必要となっている。
【０００６】
　ここで、例えば、コントローラーは複数の機能を実行する場合は、実行優先順位を設け
、その実行優先順位に基づいて各機能を実行し、効率的な空気調和機の運転を制御してい
るものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００７】
　また、複数のコントローラーが接続される空気調和システムにおいて、各コントローラ
ーはそれぞれに設定されている実行優先順位に基づいて、各コントローラーが保有する機
能を独立して実行しているものもある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０１０－０２５３５２号公報（第５頁、図３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１に記載された発明においては、機能実行中において、その機
能の種類、実行優先順位及び実行状態を同時に確認することができるようなモニター機能
がない。また、空気調和機を効率よく運用するためには、状態に応じて順次実行する機能
を切り替えていく必要があり、コントローラーは実行優先順位に基づいて機能を実行して
おり、実行優先順位の高い機能が実行されている場合、実行優先順位の低い機能は実行不
可となる。このとき、機能の種類、実行優先順位及び実行状態を同時に確認することがで
きるようなモニター機能がないと、特定の機能の実行が不可である場合の要因が正確に把
握できないので、ユーザーは困惑して所望の機能の実行ができず効率的な空気調和機の運
用ができなくなるという問題点がある。また、設定した実行優先順位での運用では不都合
が有る場合、不可となる要因及び不可となった経緯を把握できないので、機能実行の状態
の確認もできず、実行優先順位をどのように設定して良いかが分からないという問題点も
ある。また、上記のようなモニター機能がないと、実行優先順位の設定者以外のユーザー
は、所望の機能を実行しようとしても実行できない場合、実行優先順位の関連付けがわか
らないので、実行できない理由もわからないという問題点もある。そもそも、機能の種類
、実行優先順位及び実行状態を同時に確認することができるようなモニター機能がないと
、実行優先順位を変更しようとしても、機能と実行優先順位との相関がモニターできない
ので、どの機能の実行優先順位をどのように変更してよいかも分からないという問題点も
ある。
【００１０】
　また、優先度の高い機能が実行されると優先度の低い機能を実行する機能実行ボタンは
非表示となるので実行ができなくなり、機能を実行させる度に各機能の実行可・不可の表
示が切り替わる。このため、実行する機能を切り替える場合、実際に機能実行ボタンを押
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して機能を実行してみないと、機能実行後に次に実行できる機能がどの機能であるかを把
握することができない。そのため、特定の機能実行後に実行できる機能を把握するために
は、それぞれの機能が実行されている状況をつくり、どの機能が実行可能であるかを確認
する手間がかかる。したがって、空気調和機を運用する上で、効率的に実行する機能を切
り替えることができないという問題点がある。
【００１１】
　さらに、複数のコントローラーが接続される空気調和システムにおいて、各コントロー
ラーが予め設定されているそれぞれの実行優先順位に基づいて機能を実行すると、同一機
能かつ異なる制御値における同時実行、又は、空気調和機の運転制御に対して相反する機
能を同時に実行してしまう等の問題点がある。
【００１２】
　本発明は、上記のような問題点を解決するためになされたものであり、機能の種類、実
行優先順位及び実行状態を同時にモニターすることができ、モニターされた実行優先順位
の設定変更を可能とし、さらに、その優先順位に基づいて機能を実行することができる空
気調和機のコントローラー、当該コントローラーを備えた空気調和機、空気調和システム
のコントローラー、並びに、当該コントローラー及び空気調和機を備えた空気調和システ
ムを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る空気調和機のコントローラーは、空気調和機に対して通信線を介して通信
可能なコントローラーであって、前記空気調和機に実行させる機能の種類、該各機能の実
行優先順位、及び、該機能の実行状態を表示する表示手段と、前記実行優先順位を設定し
、前記機能を実行選択状態である実行選択機能とすることが可能な操作手段と、前記実行
優先順位に基づいて、前記機能を実行又は停止させる制御手段と、を備え、前記操作手段
は、前記各機能の前記実行優先順位が切り替わる時刻、及び前記時刻に応じた時間毎の前
記各機能の前記実行優先順位を設定するものであり、前記制御手段は、前記操作手段にお
いて設定された前記各機能の前記実行優先順位に従って、前記時刻に応じた時間毎に前記
各機能の前記実行優先順位を切り替えるものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、ユーザーは空気調和機の機能の種類、それらの機能の実行優先順位、
及び、実行状態を同時にモニターすることができる。これによって、特定の機能の実行が
不可の場合にもその要因を容易に特定することができる。
　また、各機能の実行優先順位が把握でき、かつ、実行優先順位の設定が可能であるので
、効率的な実行優先順位の設定操作が可能となる。
　また、全ての機能及びその実行優先順位をモニターできるので、変更後の機能の動作に
ついて容易に理解でき、試行錯誤することなく安心して効率的に設定変更操作が可能とな
る。
　また、実行優先順位及び実行状態をモニターできるので、現在特定の機能が実行されて
いる状態において、所望の機能が実行可能か否かを実行優先順位を比較して把握すること
ができ、効率的に機能を実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態１に係る空気調和システムの全体構成図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る空気調和システムのコントローラーの構成概念図で
ある。
【図３】本発明の実施の形態１に係る空気調和システムの各コントローラーが備える表示
部５の表示内容の例を示す図である。
【図４】本発明の実施の形態１に係る空気調和システムにおける各機能の実行動作を示す
フローチャートである。
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【図５】本発明の実施の形態２に係る空気調和システムの各コントローラーが備える表示
部５における時刻毎の表示内容の例を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの上位コントローラー３ａが下位
のコントローラー３ｂ、３ｃから登録機能情報を受信する動作を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの上位コントローラー３ａが備え
る表示部５の表示内容の例を示す図である。
【図８】本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの上位コントローラー３ａがコン
トローラー３ｂ、３ｃに登録機能情報を送信する動作を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの下位コントローラーであるコン
トローラー３ｂが備える表示部５の表示内容を示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの下位コントローラーであるコ
ントローラー３ｃが備える表示部５の表示内容を示す図である。
【図１１】本発明の実施の形態３に係る空気調和システムにおいて下位コントローラーか
ら上位コントローラーに対して送信する開始／終了指令である下位コントローラー送信デ
ータ５０のデータ構成を示す図である。
【図１２】本発明の実施の形態３に係る空気調和システムにおいて上位コントローラーか
ら下位コントローラーに対して送信する許可／禁止指令である上位コントローラー送信デ
ータ５１のデータ構成を示す図である。
【図１３】本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの各機能を実行させるための上
位コントローラー３ａにおける処理動作のフローチャートである。
【図１４】本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの各機能を実行させるための下
位コントローラーにおける処理動作のフローチャートである。
【図１５】本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの各機能を実行させるための上
位コントローラー３ａ及び下位コントローラーの並列動作を示すシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
実施の形態１．
（空気調和システムの構成）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る空気調和システムの全体構成図である。
　図１で示されるように、本実施の形態に係る空気調和システムは、複数の空気調和機（
図１においては、空気調和機１００ａ、１００ｂ）及び上位コントローラー３ａによって
構成されている。
【００１７】
　空気調和機１００ａは、室内機１ａ、１ｂ、室外機２ａ及びコントローラー３ｂを備え
ている。また、これら室内機１ａ、１ｂ、室外機２ａ及びコントローラー３ｂは、互いに
通信線４によって接続されており、互いにデータ通信が可能となっている。
【００１８】
　また、空気調和機１００ｂは、室内機１ｃ、１ｄ、室外機２ｂ及びコントローラー３ｃ
を備えている。また、これら室内機１ｃ、１ｄ、室外機２ｂ及びコントローラー３ｃは、
互いに通信線４によって接続されており、互いにデータ通信が可能となっている。
【００１９】
　上位コントローラー３ａは、空気調和機１００ａ、１００ｂ外に設置され、空気調和機
１００ａにおけるコントローラー３ｂ、及び、空気調和機１００ｂにおけるコントローラ
ー３ｃに通信線４によって接続され、互いにデータ通信可能となっている。また、上位コ
ントローラー３ａは、この通信線４を解して、コントローラー３ｂ、３ｃの動作を管理す
る。
【００２０】
　コントローラー３ｂは、空気調和機１００ａの運転を管理し、室内機１ａ、１ｂ及び室
外機２ａの動作を制御する。また、コントローラー３ｃは、空気調和機１００ｂの運転を
管理し、室内機１ｃ、１ｄ及び室外機２ｂの動作を制御する。図１においては、便宜上、
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コントローラー３ｂを「コントローラー（１）」と、コントローラー３ｃを「コントロー
ラー（２）」と表記している。
【００２１】
　また、コントローラー３ｂ、３ｃを、上位コントローラー３ａに対する下位のコントロ
ーラーとして「下位コントローラー」というものとする。
【００２２】
　なお、図１で示される空気調和システムは、２台の空気調和機１００ａ、１００ｂを備
えているものとしているが、これに限定されるものではなく、１台又は３台以上の空気調
和機を備える構成としてもよく、空気調和機が１台の場合は、上位コントローラー３ａは
特に設けなくてもよい。
　また、コントローラー同士、及び、コントローラーと室内機及び室外機は、通信線４に
よって互いに接続される構成としたが、これに限定されるものではない。すなわち、コン
トローラー同士の通信プロトコルと、コントローラーと室内機及び室外機との通信プロト
コルは異なるものとしてもよい。
【００２３】
（コントローラーの構成）
　図２は、本発明の実施の形態１に係る空気調和システムのコントローラーの構成概念図
である。
　図２で示されるように、上位コントローラー３ａ及びコントローラー３ｂ、３ｃは、そ
れぞれ、表示部５、操作入力部６、メモリー７、ＣＰＵ８、送受信回路９及び不揮発性メ
モリー１０を備えている。
【００２４】
　表示部５は、例えば、室内機の表面に設置され、空気調和機の機能の種類、実行優先順
位及び実行状態を示すものである。また、表示部５は、ＣＰＵ８に接続されており、ＣＰ
Ｕ８から送信されるデータを表示させる。
【００２５】
　操作入力部６は、例えば、室内機の表面に設置され、ユーザーによって空気調和機の各
種設定操作が実施されるものである。また、操作入力部６は、ＣＰＵ８に接続されており
、その操作情報をＣＰＵ８へ送信する。
【００２６】
　メモリー７は、空気調和機を制御する上で一時的に記憶させるべきデータを保存するも
のである。また、メモリー７は、ＣＰＵ８に接続されており、ＣＰＵ８によって読み書き
される。
【００２７】
　ＣＰＵ８は、コントローラー全体の制御を実施するものであり、空気調和機の各機能に
ついて実行制御するものである。
【００２８】
　送受信回路９は、ＣＰＵ８からのデータを他のコントローラーへ送信し、また、他のコ
ントローラーから受信したデータをＣＰＵ８へ送信するものである。
【００２９】
　不揮発性メモリー１０は、空気調和機の各機能制御を実施するためのプログラム等を記
憶するものである。このプログラム等は消失してはならないものであるので、不揮発性が
要求される。また、不揮発性メモリー１０は、ＣＰＵ８に接続されており、ＣＰＵ８によ
って読み書きされる。
【００３０】
　なお、表示部５及び操作入力部６は、例えば、室内機の表面に設置される構成としたが
、これに限定されるものではなく、双方が一体型となったリモコンとして構成され、室内
機とは別体として構成されるものとしてもよい。
　また、下位コントローラーであるコントローラー３ｂ、３ｃの表示部５、操作入力部６
及びＣＰＵ８は、本発明の「表示手段」、「操作手段」及び「制御手段」に相当する。
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【００３１】
（表示部５の表示内容及び設定動作）
　図３は、本発明の実施の形態１に係る空気調和システムの各コントローラーが備える表
示部５の表示内容の例を示す図である。以下、本実施の形態において「コントローラー」
という場合、上位コントローラー３ａ以外の下位コントローラーであるコントローラー３
ｂ及びコントローラー３ｃを示すものとする。
　図３で示されるコントローラーが有する表示部５の表示画面（この表示画面を便宜上、
単に表示部５というものとする）は、表示部５が有する画面の一部であり、例えば、画面
遷移操作手段（図示せず）によって、図３で示される画面に遷移する。この表示部５の下
部には、カーソルボタン１１、実行／停止ボタン１２及び優先順位設定ボタン１３が備え
られている。これらのボタンは、図２で示される操作入力部６に対応するものである。
【００３２】
　表示部５で示される「機能」欄は、コントローラーが備えている機能、すなわち、予め
不揮発性メモリー１０に記憶されているプログラムによって実現される機能の一覧を示す
ものであり、カーソルボタン１１によって選択することができる（図３中の左側の黒塗り
のカーソル部）。ただし、ここでいう選択とは、「機能を実行する」という意味での選択
ではなく、後述するように、実行優先順位の設定、及び、その実行優先順位に基づく実行
等、その機能の編集・実行をするための選択という意味である。
　なお、図３においては、コントローラーが管理する空気調和機の機能として「火報機能
」、「省エネ機能（１）」、「省エネ機能（２）」、「快適機能（１）」、「快適機能（
２）」及び「その他機能」が表示されている。ただし、これらの機能は、例示したもので
あり、その他の機能がプログラムによって構築され、「機能」欄に表示されるものとして
もよい。
【００３３】
　表示部５で示される「優先順位」欄は、コントローラーが備える各機能の実行優先順位
を示すものである。図３においては、数値が高い機能ほど、実行優先順位が高いことを示
している。もちろん、数値が低いほど、実行優先順位が高いものとしてもよい。また、図
３で示されるように、実行優先順位が数値ではなく「無効」となっているのは、その機能
が使用不可状態となっていることを示す。逆に言えば、実行優先順位として数値が設置さ
れている機能は、「無効」状態ではなく、実行可能な機能であることを示す。この実行優
先順位の設定については、まず、ユーザーがカーソルボタン１１によって、実行優先順位
を設定したい機能を選択し、その次に、優先順位設定ボタン１３によって、実行優先順位
の設定を実施する。例えば、優先順位設定ボタン１３の「∧」を押下した場合、「無効」
→「１」→「２」→「３」→「４」→「５」→「６」→・・・→「無効」というような順
序で設定可能とする。一方、優先順位設定ボタン１３の「∨」を押下した場合、「無効」
→・・・→「６」→「５」→「４」→「３」→「２」→「１」→「無効」というような順
序で設定可能とする。この際、設定された実行優先順位の設定情報は、不揮発性メモリー
１０に記憶される。このとき、メモリー７に記憶しないのは、例えば、メモリー７が揮発
性メモリーである場合に、コントローラーの電源ＯＦＦ時に記憶した設定情報が全て消去
されてしまうからである。以上のような操作によって、各機能の実行優先順位を容易に設
定することが可能となる。
【００３４】
　なお、優先順位設定ボタン１３によって実行優先順位及び「無効」の設定がされた段階
で、その設定情報が不揮発性メモリー１０に記憶させるものとしたが、これに限定される
ものではない。すなわち、例えば、「確定」ボタンなるものを別に設置し、優先順位設定
ボタン１３によって実行優先順位及び「無効」の設定をした後、この「確定」ボタンによ
って、設定情報が不揮発性メモリー１０に記憶される構成としてもよい。
　また、実行優先順位の初期値は、予め不揮発性メモリー１０に記憶されている実行優先
順位を表示するものとしてもよい。
　また、機能によっては、同時に実行できない機能も存在することもあり、そのような場
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合は、同一の実行優先順位が設定できないようにするとよい。この場合、設定が不可であ
る理由等の旨を表示部５に表示させるとよい。これによって、同時に実行が不可な機能を
同時実行させることを防止することができる。
　また、実行優先順位は、その内容を管理者以外は設定できないように、あるいは、安易
に設定変更ができないようにする目的で、設定変更時においてパスワード入力を促す動作
としてもよい。
【００３５】
　表示部５で示される「実行」欄は、その機能が実行選択されたか否かを示すものである
。まず、ユーザーがカーソルボタン１１によって、実行させたい機能を選択し、その次に
、実行／停止ボタン１２によって、その機能を実行させようとする。このとき、後述する
ように、必ずしも、実行／停止ボタン１２が押下された時点でその機能が実行されるわけ
ではなく、少なくとも、ユーザーが実行させたい機能が実行選択させるものである。具体
的には、実行／停止ボタン１２の押下によって実行選択された機能は、その「実行」欄に
「□」表示で示される。この実行選択された機能が、実際に実行されるか否かは、後述す
る図４において詳細を説明する。また、実行選択されていない機能は、空欄表示で示され
る。
【００３６】
　表示部５で示される「状態」欄は、実行／停止ボタン１２によって実行選択された機能
の実行状態を示すものである。まず、ユーザーがカーソルボタン１１によって、実行させ
たい機能を選択し、その次に、実行／停止ボタン１２によって、その機能を実行させよう
とする。その結果、後述する図４において説明するように、ＣＰＵ８によってその機能が
実行可能か否かが判定され、その判定の結果、実行が可能と判定された場合「実行中」と
表示され、実行が不可と判定された場合「キャンセル」と表示される。また、「実行中」
の機能がある場合、例えば、図３で示されるように、黒く反転状態で示される。また、も
ともと実行選択されていない機能は、空欄表示とする。この「状態」欄の表示動作につい
ては、図４において後述する。
【００３７】
（空気調和システムの機能実行動作）
　図４は、本発明の実施の形態１に係る空気調和システムにおける各機能の実行動作を示
すフローチャートである。以下、図４を参照しながら、本実施の形態に係る空気調和シス
テムの機能実行動作の詳細を説明する。
【００３８】
　まず、ユーザーは、図３で示される表示部５において表示された各機能の中から、カー
ソルボタン１１によって、実行させたい機能を選択して、実行／停止ボタン１２を押下す
る。この実行／停止ボタン１２の押下による機能の選択操作によって、その機能に対応す
る「実行」欄に、「□」が表示される。図４は、ユーザーによって実行／停止ボタン１２
が押下された後の処理を示す。
【００３９】
（Ｓ１）
　コントローラーのＣＰＵ８は、ユーザーによって実行／停止ボタン１２が押下され、特
定の機能が実行選択状態にあるか否か検知する。その検知の結果、特定の機能（以下、「
実行選択機能」という）が実行選択状態にある場合、ステップＳ２へ進み、実行選択状態
になければ、再び、実行選択されたか否かを監視する。
【００４０】
（Ｓ２）
　ＣＰＵ８は、そのコントローラーが管理する空気調和機において、既に実行されている
機能の有無を検知する。その検知の結果、既に実行されている機能がある場合、ステップ
Ｓ３へ進み、実行されている機能がない場合、ステップＳ８へ進む。
【００４１】
（Ｓ３）



(10) JP 5773754 B2 2015.9.2

10

20

30

40

50

　ＣＰＵ８は、既に実行している機能（以下、「実行中機能」という）の実行優先順位（
図４で示される「（Ａ）」）と、実行選択機能の実行優先順位（図４で示される「（Ｂ）
」）とを比較する。その比較の結果、実行選択機能の実行優先順位が、実行中機能の実行
優先順位より大きい場合、ステップＳ４へ進み、実行中機能の実行優先順位が、実行選択
機能の実行優先順位より大きい場合、ステップＳ５へ進む。また、実行中機能の実行優先
順位と、実行選択機能の実行優先順位とが同じである場合、ステップＳ６へ進み、実行選
択機能の実行優先順位が「無効」に設定されている場合、ステップＳ７へ進む。
【００４２】
（Ｓ４）
　ＣＰＵ８は、実行中機能を停止させ、実行選択機能を実行する。また、ＣＰＵ８は、表
示部５において、停止させた実行中機能に対応する「実行」欄及び「状態」欄を空欄表示
とし、実行させた実行選択機能に対応する「状態」欄に「実行中」と表示させる。そして
、ステップＳ９へ進む。
【００４３】
（Ｓ５）
　ＣＰＵ８は、実行中機能を継続させ、実行選択機能は実行させない。また、ＣＰＵ８は
、表示部５において、実行選択機能に対応する「状態」欄に「キャンセル」と表示させる
。この「キャンセル」表示された実行選択機能は、実行中機能の継続により実行不可とし
て、一定時間後に、「実行」欄の「□」表示、及び、「状態」欄の「キャンセル」表示を
消灯させるものとすればよい。そして、ステップＳ９へ進む。
　なお、実行中機能の継続のため「キャンセル」状態となった実行選択機能は、実行待ち
とし、実行中機能の終了後（例えば、図３で示される「省エネ機能（１）：自動停止タイ
マー運転」は、所定時間経過後自動的に機能が停止する）、自動的に実行選択機能が実行
されるものとしてもよい。
【００４４】
（Ｓ６）
　ＣＰＵ８は、実行中機能を継続させつつ、実行選択機能も実行させる。また、ＣＰＵ８
は、表示部５において、実行させた実行選択機能に対応する「状態」欄に「実行中」と表
示させる。そして、ステップＳ９へ進む。
【００４５】
（Ｓ７）
　ＣＰＵ８は、実行選択機能に対応する実行優先順位が「無効」に設定されているので、
実行選択機能を実行させない。また、ＣＰＵ８は、「無効」に設定されていることから、
前述のように、実行選択機能を実行待ちとすることもせず、表示部５において、実行選択
機能に対応する「実行」欄を空欄表示とさせる。そして、ステップＳ９へ進む。
　なお、ＣＰＵ８は、ユーザーに対して、実行選択機能に対応する実行優先順位が「無効
」に設定されているために実行されない旨を、メッセージ表示するものとしてもよい。
【００４６】
（Ｓ８）
　ＣＰＵ８は、実行選択機能を実行させる。また、ＣＰＵ８は、表示部５において、実行
させた実行選択機能に対応する「状態」欄に「実行中」と表示させる。そして、ステップ
Ｓ９へ進む。
【００４７】
（Ｓ９）
　ユーザーは、表示部５の「実行」欄及び「状態」欄の表示によって、実行選択機能の実
行状態をモニターすることができる。
【００４８】
　また、実行中機能が実行中に、その実行優先順位を設定変更した場合、その実行中機能
を停止するものとしてもよく、あるいは、実行中機能が実行中には、その実行優先順位は
設定変更を禁止するものとしてもよい。
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【００４９】
　なお、上記の図４で示される処理は、実行／停止ボタン１２によって実行選択された機
能が実行可能か否かを判定する処理であるが、カーソルボタン１１によって選択した実行
中機能を、実行／停止ボタン１２の操作によって停止することも、当然可能である。この
場合、ＣＰＵ８は、実行中機能の停止後、実行中機能に対応する「実行」欄及び「状態」
欄を消灯させ空欄表示とするものとすればよい。
【００５０】
（実施の形態１の効果）
　以上の構成及び動作のように、ユーザーは空気調和機の機能の種類、それらの機能の実
行優先順位、及び、実行状態を同時にモニターすることができる。これによって、特定の
機能の実行が不可の場合にもその要因を容易に特定することができる。
【００５１】
　また、各機能の実行優先順位が把握でき、かつ、実行優先順位の設定が可能であるので
、効率的な実行優先順位の設定操作が可能となる。
【００５２】
　また、全ての機能及びその実行優先順位をモニターできるので、変更後の機能の動作に
ついて容易に理解でき、試行錯誤することなく安心して効率的に設定変更操作が可能とな
る。
【００５３】
　また、実行優先順位及び実行状態をモニターできるので、現在特定の機能が実行されて
いる状態において、所望の機能が実行可能か否かを実行優先順位を比較して把握すること
ができ、効率的に機能を実行することができる。
【００５４】
　また、機能によっては、同時に実行できない機能も存在することもあり、そのような場
合は、同一の実行優先順位が設定できないようにすることによって、同時に実行が不可な
機能を同時実行させることを防止することができる。
【００５５】
　なお、図３で示されるように、「火報機能」における実行優先順位は最上位の「６」に
設定されているが、安全性を最優先させる場合、「火報機能」については優先順位を設定
不可能にするものとしてもよい。また、図３で示される各機能は、ユーザーによる実行／
停止ボタン１２の押下をトリガーとして、図４で示されるように実行の可不可が判定され
て実行される動作を示したが、「火報機能」を含め、安全性を確保する機能は、ユーザー
による操作で起動するのはもちろんのこと、環境的な実行条件を満たした場合に、他の機
能より最優先的に自動実行するものとするのが好ましい。例えば、図３で示される「火報
機能」については、コントローラーが火災等を検知した場合、コントローラーが自動的か
つ強制的に空気調和機の運転を停止させ、かつ、停止を継続するために他コントローラー
の操作を禁止するものとする。
【００５６】
　また、図３で示されるように、表示部５に表示された各機能の実行優先順位を一つ一つ
設定する動作を示したが、これに限定されるものではない。例えば、不揮発性メモリー１
０に、各機能の実行優先順位の複数のパターンをパターン番号を付与して予め記憶させて
おき、表示部５上において、そのパターン番号を選択操作することによって、実行優先順
位を一括変更することを可能とする動作としてもよい。
【００５７】
　また、表示部５の「実行」欄においては、実行選択された場合「□」を表示させ、「状
態」欄においては、機能が実行中には「実行中」を表示させ、キャンセルされた場合「キ
ャンセル」を表示させるものとしたが、これに限定されるものではない。すなわち、同内
容を示すものであれば、異なる形状又は文字を表示させるものとしてもよい。
【００５８】
実施の形態２．
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　本実施の形態に係る空気調和システム及びそのコントローラーについて、実施の形態１
に係る空気調和システム及びそのコントローラーと相違する点を中心に説明する。なお、
本実施の形態に係る空気調和システム及びそのコントローラーの構成は、実施の形態１に
係るものの構成と同様である。
【００５９】
（表示部５の表示内容）
　図５は、本発明の実施の形態２に係る空気調和システムの各コントローラーが備える表
示部５における時刻毎の表示内容の例を示す図である。以下、本実施の形態において「コ
ントローラー」という場合、上位コントローラー３ａ以外の下位コントローラーであるコ
ントローラー３ｂ及びコントローラー３ｃを示すものとする。
　図５で示されるように、コントローラーが有する表示部５は、時刻毎に設定された各機
能の優先順位を表示するものであり、本実施の形態に係るコントローラーは、図３で示さ
れる表示画面の表示内容に加え、さらに「時刻」欄が追加されている。すなわち、本実施
の形態に係るコントローラーは、「時刻」欄において設定した時刻毎に、各機能の優先順
位を設定することができる。例えば、図５において、「時刻」欄が「１２：００」である
場合において、各機能の実行優先順位が、「火報機能」については「６」、「省エネ機能
（１）」については「５」、「省エネ機能（２）」については「４」、「快適機能（１）
」については「３」、「快適機能（２）」については「１」、そして、「その他機能」に
ついては「２」が設定されている。なお、「時刻」欄における時刻の設定は、図３で示さ
れるボタン類に加え、専用の時刻設定ボタン（図示せず）が備えられるものとすればよい
。また、その他、実行優先順位の設定動作、及び、その実行優先順位に基づく機能実行動
作は、実施の形態１と同様である。
【００６０】
　以上の構成によって、設定した時刻毎に各機能の実行優先順位を設定することができ、
設定した時刻になった時点でその時刻に対応する実行優先順位が適用されることになる。
例えば、現在の時刻が「１２：３０」である場合、「時刻」欄が「１２：００」の実行優
先順位が適用され、例えば、「快適機能（１）」の実行優先順位は「３」が適用され、時
刻が「１５：００」を回った場合、「時刻」欄が「１５：００」の実行優先順位が適用さ
れ、「快適機能（１）」の実行優先順位は「２」に下がる。
【００６１】
　なお、図５においては、説明の便宜上、設定された時刻毎のすべての実行優先順位を表
示しているが、現時刻が設定した時刻になったら、その時刻に対応する「時刻」、「機能
」、「優先順位」、「実行」及び「状態」に切り替え表示するものとしてもよい。この場
合、特に「時刻」欄を表示させない構成としてもよい。
　また、上記の各機能の実行優先順位が切り替わる時刻設定は、本発明の「スケジュール
」に対応する。
【００６２】
（実施の形態２の効果）
　以上のように、各時刻を設定し、その設定した時刻毎にユーザーが各機能の実行優先順
位を設定し、設定した実行優先順位に基づいて、各機能を実行させることによって、例え
ば、昼は省エネ機能を優先的に実行させ、夜は快適性機能を優先的に実行させる等、時間
帯によって各機能の実行優先順位を変更したいというユーザーの要望に応えることができ
、より利便性を高めることができる。
【００６３】
　なお、図５で示されるように、設定されている時刻が４種類となっているが、設定でき
る時刻はこれに限定されるものではなく、不揮発性メモリー１０の容量が許容する限り、
いくつ設定できるものとしてもよい。
【００６４】
　また、「時刻」欄において時刻のみを設定するものとしているが、これに限定されるも
のではなく、年、月、日を設定できるようにしてもよく、また、午前、午後のようにおお
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まかな時間帯を設定できるものとしてもよい。
【００６５】
実施の形態３．
　本実施の形態に係る空気調和システム及びそのコントローラーについて、実施の形態１
に係る空気調和システム及びそのコントローラーと相違する点を中心に説明する。なお、
本実施の形態に係る空気調和システム及びそのコントローラーの構成は、実施の形態１に
係るものの構成と同様である。
【００６６】
（上位コントローラー３ａの動作の概要）
　図６は、本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの上位コントローラー３ａが下
位のコントローラー３ｂ、３ｃから登録機能情報を受信する動作を示す図である。ここで
、登録機能情報とは、実施の形態１で示されるように、各コントローラーの不揮発性メモ
リー１０に記憶され、表示部５の「機能」欄に表示される機能情報、「優先順位」欄に表
示される各機能の実行優先順位情報、「実行」欄に表示される各機能の実行選択状態情報
、及び、「状態」欄に表示される各機能の実行状態情報を含むものである。
【００６７】
　図６で示されるように、上位コントローラー３ａは、特定のタイミング（例えば、図１
で示されるようなネットワークが構築された初期段階、又は、ユーザーによる上位コント
ローラー３ａに対する特定の操作がなされた場合等）で、下位コントローラーの不揮発性
メモリー１０に記憶されている登録機能情報を通信線４を介して収集し、自己の不揮発性
メモリー１０に記憶させる。
【００６８】
　図７は、本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの上位コントローラー３ａが備
える表示部５の表示内容の例を示す図であり、図８は、同空気調和システムの上位コント
ローラー３ａがコントローラー３ｂ、３ｃに登録機能情報を送信する動作を示す図である
。なお、図７において図示していないが、表示部５の近傍に、実施の形態１と同様に、操
作入力部６であるカーソルボタン１１、実行／停止ボタン１２及び優先順位設定ボタン１
３が備えられているものとする。
　図７で示されるように、上位コントローラー３ａの表示部５の表示画面（この表示画面
を便宜上、単に表示部５というものとする）には、実施の形態１で示した登録機能情報が
表示されているが、「接続機種」欄が新たに設けられ、表示されている登録機能情報が、
どのコントローラーに属するものであるかが把握できるようになっている。その他の欄の
表示内容は、実施の形態１の図３で示される表示内容と同様である。この上位コントロー
ラー３ａの表示部５上において、実施の形態１で示した同様の方法で、全てのコントロー
ラーの実行優先順位を設定することができる。ここで、「全てのコントローラー」という
のは、下位コントローラーであるコントローラー３ｂ、３ｃはもちろんのこと、上位コン
トローラー３ａも含む。すなわち、図７で示されるように、登録機能情報として上位コン
トローラー３ａ用のものも存在する。この上位コントローラー３ａに割り当てられた登録
機能情報の取り扱いについての詳細は後述する。したがって、上位コントローラー３ａの
表示部５によって、自身を含め、下位コントローラーに割り当てられた各機能の実行優先
順位を設定可能とし、設定した実行優先順位に基づいて、自身に割り当てられた各機能の
実行優先順位、及び、下位コントローラーに割り当てられた各機能の実行優先順位によっ
て各機能の実行制御（図１３及び図１４において後述）することを可能とし、さらに、自
身に割り当てられた各機能、及び、下位コントローラーの各機能の実行状態を一括でモニ
ターすることができる。
【００６９】
　設定された各コントローラーの実行優先順位の設定情報は、上位コントローラー３ａの
不揮発性メモリー１０に記憶される。このとき、メモリー７に記憶しないのは、例えば、
メモリー７が揮発性メモリーである場合に、コントローラーの電源ＯＦＦ時に記憶した設
定情報が全て消去されてしまうからである。以上のような操作によって、各機能の実行優
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先順位を容易に設定することが可能となる。
【００７０】
　また、上記のように上位コントローラー３ａの表示部５上において、実行優先順位を設
定した場合、上位コントローラー３ａは、図８で示されるように、設定された実行優先順
位を含む登録機能情報を通信線４を介して、全ての下位コントローラーに送信する。具体
的には、上位コントローラー３ａは、コントローラー３ｂに対しては、コントローラー３
ｂ用の登録機能情報を、コントローラー３ｃに対しては、コントローラー３ｃ用の登録機
能情報を送信する。この際、各下位コントローラーは、上位コントローラー３ａから送信
された自身の登録機能情報を不揮発性メモリー１０に記憶させる。
　なお、上位コントローラー３ａの表示部５上において、特定のコントローラーの実行優
先順位が設定される毎に、全ての下位コントローラーに対して登録機能情報を送信する動
作に限定するものではなく、実行優先順位が設定された登録機能情報に対応する下位コン
トローラーにのみその登録機能情報を送信するものとしてもよい。この場合、上位コント
ローラー３ａの表示部５上において、上位コントローラー３ａに対応する登録機能情報に
おける実行優先順位を設定した場合には、下位コントローラーに登録機能情報を送信する
動作は実施されず、上位コントローラー３ａの不揮発性メモリー１０に記憶される動作の
み実施されることになる。
【００７１】
　また、上位コントローラー３ａの表示部５、操作入力部６及びＣＰＵ８は、本発明の「
上位表示手段」、「上位操作手段」及び「上位制御手段」に相当する。また、上位コント
ローラー３ａの表示部５に表示される「接続機種」欄が「上位コントローラー」に対応す
る登録機能情報は、本発明の「機能情報」に相当する。
【００７２】
（下位コントローラーの表示部５の表示内容及び設定動作）
　図９は、本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの下位コントローラーであるコ
ントローラー３ｂが備える表示部５の表示内容を示す図であり、図１０は、同空気調和シ
ステムの下位コントローラーであるコントローラー３ｃが備える表示部５の表示内容を示
す図である。
　図９及び図１０で示されるように、上位コントローラー３ａから送信された登録機能情
報は、各下位コントローラーの表示部５上に表示される。このうち、図９は、下位コント
ローラーであるコントローラー３ｂの表示部５の表示内容であり、図１０は、下位コント
ローラーであるコントローラー３ｃの表示部５の表示内容である。
　なお、図９及び図１０において、「接続機種」欄が表示されているが、各下位コントロ
ーラーの登録機能情報を表示しているのは明確であるので、表示を省略してもよい。
【００７３】
　また、図９及び図１０で示される各下位コントローラーの表示部５から、実施の形態１
と同様に、自身の登録機能情報に係る実行優先順位を設定変更することも可能である。こ
の場合、実行優先順位が変更された下位コントローラーは、その実行優先順位の設定情報
を、自身の不揮発性メモリー１０に記憶すると共に、通信線４を介して上位コントローラ
ー３ａに送信する。そして、登録機能情報を受信した上位コントローラー３ａの動作は、
図６で説明した動作と同様である。これによって、特定の下位コントローラーの登録機能
情報のうちの実行優先順位の設定情報について、その下位コントローラー自身が有する表
示部５に表示される実行優先順位の内容と、上位コントローラー３ａが有するその下位コ
ントローラー用の実行優先順位の表示内容とが、常時同期させて表示することができるの
で、安全性かつ利便性を兼ね備えることができる。
【００７４】
（空気調和システムの機能実行動作）
　図１１は、本発明の実施の形態３に係る空気調和システムにおいて下位コントローラー
から上位コントローラーに対して送信する開始／終了指令である下位コントローラー送信
データ５０のデータ構成を示す図であり、図１２は、同空気調和システムにおいて上位コ
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ントローラーから下位コントローラーに対して送信する許可／禁止指令である上位コント
ローラー送信データ５１のデータ構成を示す図である。
【００７５】
　図１１で示されるように、下位コントローラーから上位コントローラーに送信される下
位コントローラー送信データ５０は、例えば、「上位コントローラーアドレス」、「機能
名称」、「開始／終了」及び「優先順位」の各情報によって構成される。また、図１２で
示されるように、上位コントローラーから下位コントローラーに送信される上位コントロ
ーラー送信データ５１は、例えば、「下位コントローラーアドレス」、「機能名称」、「
許可／禁止／終了」及び「優先順位」の各情報によって構成される。
【００７６】
　図１３は、本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの各機能を実行させるための
上位コントローラー３ａにおける処理動作のフローチャートである。以下、図１３を参照
しながら、上位コントローラー３ａの処理動作について説明する。
【００７７】
（Ｓ１１）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、ユーザーによって上位コントローラー３ａの表
示部５上で特定の機能が選択された状態で実行／停止ボタン１２が押下されたか否か、又
は、下位コントローラーから下位コントローラー送信データ５０を受信したか否かを検知
する。その結果、上記いずれかを検知した場合、ステップＳ１２へ進み、検知されない場
合、再び、上記いずれかを検知したか否か監視する。
【００７８】
　ここで、上位コントローラー３ａから、通信線４によって構成されたネットワークに接
続された各空気調和機に対する操作について説明する。前述のように、上位コントローラ
ー３ａの表示部５には図７で示されるように、上位コントローラー３ａ用の登録機能情報
、及び、下位コントローラー用の登録機能情報が表示されている。そして、上位コントロ
ーラー３ａの表示部５上から、実施の形態１で説明した操作と同様に、ネットワークに接
続された全ての空気調和機に対して、機能を選択し、実行選択状態にすることができる。
例えば、図７において、コントローラー３ｂにおける「省エネ機能（１）」（実行優先順
位＝１９）を選択し、実行／停止ボタン１２の押下によって、コントローラー３ｂが管理
する空気調和機に対して「省エネ機能（１）」を実行選択状態にすることができる。また
、上位コントローラー３ａ用の登録機能情報の各機能については、ネットワークに接続さ
れた全ての空気調和機に対して適用することができる。すなわち、例えば、上位コントロ
ーラー３ａ用の登録機能情報のうち「省エネ機能（１）」（実行優先順位＝２３）は、ネ
ットワークに接続された全ての空気調和機に対して実行することができる。ただし、図７
において図示していないが、その「省エネ機能（１）」（実行優先順位＝２３）を、どの
空気調和機（すなわち、管理する下位コントローラー）に対して、実行させるかを選択す
る手段が必要となる。その選択する手段によって、特定の空気調和機を選択し、上位コン
トローラー３ａ用の登録機能情報のうちから特定の機能を選択し、そして、実行／停止ボ
タン１２の押下によって、その選択された空気調和機に対して、「省エネ機能（１）」（
実行優先順位＝２３）を実行選択状態にすることができる。
【００７９】
（Ｓ１２）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、ユーザーによって上位コントローラー３ａの実
行／停止ボタン１２によって機能開始操作がなされたことを検知した場合、又は、下位コ
ントローラーから受信した下位コントローラー送信データ５０のうち「開始／終了」情報
が「開始」であることを検知した場合、上位コントローラー３ａの表示部５において、対
応する機能（すなわち、実行選択機能）の「実行」欄に「□」を表示させる。そして、ス
テップＳ１３へ進む。一方、上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、ユーザーによって上
位コントローラー３ａの実行／停止ボタン１２によって機能終了操作がなされたことを検
知した場合、又は、下位コントローラーから受信した下位コントローラー送信データ５０
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のうち「開始／終了」情報が「終了」であることを検知した場合、ステップＳ２０へ進む
。
【００８０】
（Ｓ１３）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、ステップＳ１２における実行選択機能に対応す
る空気調和機（以下、「対象空気調和機」という）において、既に実行している機能（す
なわち、実行中機能）の有無を検知する。その検知の結果、その空気調和機において実行
中機能がある場合、ステップＳ１４へ進み、実行中機能がない場合、ステップＳ１９へ進
む。
【００８１】
（Ｓ１４）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、実行中機能の実行優先順位（図１３で示される
「（Ａ）」）と、実行選択機能の実行優先順位（図１３で示される「（Ｂ）」）とを比較
する。その比較の結果、実行選択機能の実行優先順位が、実行中機能の実行優先順位より
大きい場合、ステップＳ１５へ進み、実行中機能の実行優先順位が、実行選択機能の実行
優先順位より大きい場合、ステップＳ１６へ進む。また、実行中機能の実行優先順位と、
実行選択機能の実行優先順位とが同じである場合、ステップＳ１７へ進み、実行選択機能
の実行優先順位が「無効」に設定されている場合、ステップＳ１８へ進む。
【００８２】
（Ｓ１５）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、対象空気調和機を管理する下位コントローラー
に対して、実行中機能を停止するため、「許可／禁止／終了」情報を「終了」とする上位
コントローラー送信データ５１（図１３における「終了指令」）、及び、実行選択機能を
実行させるため、「許可／禁止／終了」情報を「許可」とする上位コントローラー送信デ
ータ５１（図１３における「許可指令」）を送信する。そして、ステップＳ２１へ進む。
【００８３】
（Ｓ１６）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、対象空気調和機を管理する下位コントローラー
に対して、実行選択機能を実行不可とするため、「許可／禁止／終了」情報を「禁止」と
する上位コントローラー送信データ５１（図１３における「禁止指令」）を送信する。そ
して、ステップＳ２１へ進む。
　なお、ステップＳ１２において、ユーザーによって上位コントローラー３ａの表示部５
上で特定の機能が選択された状態で実行／停止ボタン１２が押下された場合は、下位コン
トローラーから実行選択機能の実行可否の判定を要求されているわけではないので、「許
可／禁止／終了」情報を「禁止」とする上位コントローラー送信データ５１を送信しなく
てもよい。
【００８４】
（Ｓ１７）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、対象空気調和機を管理する下位コントローラー
に対して、実行中機能を継続させつつ、実行選択機能を実行させるため、「許可／禁止／
終了」情報を「許可」とする上位コントローラー送信データ５１（図１３における「許可
指令」）を送信する。そして、ステップＳ２１へ進む。
【００８５】
（Ｓ１８）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、対象空気調和機を管理する下位コントローラー
に対して、実行選択機能に対応する実行優先順位が「無効」に設定されているので、実行
選択機能を実行不可とするため、「許可／禁止／終了」情報を「禁止」とする上位コント
ローラー送信データ５１（図１３における「禁止指令」）を送信する。そして、ステップ
Ｓ２１へ進む。
　なお、ＣＰＵ８は、ユーザーに対して、実行選択機能に対応する実行優先順位が「無効
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」に設定されているために実行されない旨を、メッセージ表示するものとしてもよい。
　また、ステップＳ１２において、ユーザーによって上位コントローラー３ａの表示部５
上で特定の機能が選択された状態で実行／停止ボタン１２が押下された場合は、下位コン
トローラーから実行選択機能の実行可否の判定を要求されているわけではないので、「許
可／禁止／終了」情報を「禁止」とする上位コントローラー送信データ５１を送信しなく
てもよい。
【００８６】
（Ｓ１９）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、対象空気調和機を管理する下位コントローラー
に対して、実行選択機能を実行させるため、「許可／禁止／終了」情報を「許可」とする
上位コントローラー送信データ５１（図１３における「許可指令」）を送信する。そして
、ステップＳ２１へ進む。
【００８７】
（Ｓ２０）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、対象空気調和機を管理する下位コントローラー
に対して、実行選択機能を終了させるため、「許可／禁止／終了」情報を「終了」とする
上位コントローラー送信データ５１（図１３における「終了指令」）を送信する。そして
、ステップＳ２１へ進む。
【００８８】
（Ｓ２１）
　ステップＳ１５～ステップＳ２０において上位コントローラー３ａから上位コントロー
ラー送信データ５１を受信した対象空気調和機を管理する下位コントローラーは、その上
位コントローラー送信データ５１の指令内容によって、対象空気調和機の機能が実行、停
止、又は終了した後、自身の登録機能情報を更新（この動作については、図１４において
後述）する。登録機能情報を更新した下位コントローラーは、その登録機能情報を上位コ
ントローラー３ａに送信する。その登録機能情報を受信した上位コントローラー３ａは、
自身の表示部５に更新された登録機能情報を表示させる。例えば、ステップＳ１９におい
て、上位コントローラー３ａが、コントローラー３ｂが管理する空気調和機について、「
快適機能（１）」の実行させるための上位コントローラー送信データ５１をコントローラ
ー３ｂに送信したとする。その後、コントローラー３ｂは、「快適機能（１）」を実行さ
せた後、自身の表示部５に表示させている登録機能情報のうち、「快適機能（１）」に対
応する「状態」欄に、「実行中」と表示させ、登録機能情報を更新する。そして、コント
ローラー３ｂは、更新した登録機能情報を上位コントローラー３ａに送信する。
【００８９】
　図１４は、本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの各機能を実行させるための
下位コントローラーにおける処理動作のフローチャートである。以下、図１４を参照しな
がら、下位コントローラーの処理動作について説明する。
【００９０】
　まず、ユーザーは、図９又は図１０で示される表示部５において表示された各機能の中
から、カーソルボタン１１（図示せず）によって、実行させたい機能、又は、終了させた
い実行中機能を選択して、実行／停止ボタン１２（図示せず）を押下する。図１４は、ユ
ーザーによって実行／停止ボタン１２が押下された後の処理を示す。
【００９１】
（Ｓ３１）
　下位コントローラーのＣＰＵ８は、ユーザーによって実行／停止ボタン１２が押下され
たか否かを検知する。その検知の結果、実行／停止ボタン１２が押下された場合、ステッ
プＳ３２へ進み、押下されていなければ、引き続き、押下されたか否かを監視する。
【００９２】
（Ｓ３２）
　下位コントローラーのＣＰＵ８は、ユーザーによる実行／停止ボタン１２の操作が、実
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行されていない新たに実行させたい特定の機能の選択操作である場合、その機能に対応す
る「実行」欄に「□」を表示させ、実行選択機能であることを示し、ステップＳ３３へ進
む。一方、ユーザーによる実行／停止ボタン１２の操作が、既に実行されている実行中機
能を終了させるための操作である場合、ステップＳ３７へ進む。
【００９３】
（Ｓ３３）
　下位コントローラーのＣＰＵ８は、上位コントローラー３ａに対して、実行選択機能を
実行の許可を求めるため、「開始／終了」情報を「開始」とする下位コントローラー送信
データ５０（図１４における「開始指令」）を送信する。ここで、下位コントローラーは
、上位コントローラー３ａからの上位コントローラー送信データ５１の受信状態待ちとな
る。
【００９４】
（Ｓ３４）
　下位コントローラーのＣＰＵ８は、上位コントローラー３ａから上位コントローラー送
信データ５１を受信した場合、「許可／禁止／終了」情報について判定する。その判定の
結果、「許可／禁止／終了」情報が「許可」である場合、ステップＳ３５へ進む。一方、
「許可／禁止／終了」情報が「禁止」である場合、ステップＳ３６へ進む。
【００９５】
（Ｓ３５）
　下位コントローラーのＣＰＵ８は、受信した上位コントローラー送信データ５１の「機
能名称」情報における実行選択機能を実行する。また、下位コントローラーのＣＰＵ８は
、自身の表示部５において、実行させた実行選択機能に対応する「状態」欄に「実行中」
と表示させ、自身の登録機能情報を更新し、不揮発性メモリー１０に記憶させる。そして
、下位コントローラーのＣＰＵ８は、更新した登録機能情報を上位コントローラー３ａに
送信する。そして、ステップＳ４０へ進む。
【００９６】
（Ｓ３６）
　下位コントローラーのＣＰＵ８は、受信した上位コントローラー送信データ５１の「機
能名称」情報における実行選択機能を実行しないものとする。また、下位コントローラー
のＣＰＵ８は、自身の表示部５において、実行選択機能に対応する「状態」欄に「キャン
セル」と表示させる。この「キャンセル」表示された実行選択機能は、その実行が禁止さ
れたものとして、一定時間後に、「実行」欄の「□」表示、及び、「状態」欄の「キャン
セル」表示を消灯させるものとすればよい。また、下位コントローラーのＣＰＵ８は、自
身の登録機能情報を更新し、不揮発性メモリー１０に記憶させる。そして、下位コントロ
ーラーのＣＰＵ８は、更新した登録機能情報を上位コントローラー３ａに送信する。そし
て、ステップＳ４０へ進む。
　なお、実行が禁止されて「キャンセル」状態となった実行選択機能は、実行待ちとし、
実行中機能がある場合に、その実行中機能の終了後（例えば、図７で示される「省エネ機
能（２）：自動停止タイマー運転」は、所定時間経過後自動的に機能が停止する）、自動
的に実行選択機能が実行されるものとしてもよい。
【００９７】
（Ｓ３７）
　下位コントローラーのＣＰＵ８は、上位コントローラー３ａに対して、実行選択機能の
終了を求めるため、「開始／終了」情報を「終了」とする下位コントローラー送信データ
５０（図１４における「終了指令」）を送信する。ここで、下位コントローラーは、上位
コントローラー３ａからの上位コントローラー送信データ５１の受信状態待ちとなる。
【００９８】
（Ｓ３８）
　下位コントローラーのＣＰＵ８は、上位コントローラー３ａから上位コントローラー送
信データ５１を受信した場合、「許可／禁止／終了」情報について判定する。その判定の
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結果、「許可／禁止／終了」情報が「終了」である場合、ステップＳ３９へ進む。一方、
「許可／禁止／終了」情報が「終了」以外である場合、引き続き、「許可／禁止／終了」
情報が「終了」である上位コントローラー送信データ５１の受信待ち状態を継続する。通
常は、ステップＳ３７において、「開始／終了」情報を「終了」とする下位コントローラ
ー送信データ５０を送信した後、上位コントローラー３ａから、「許可／禁止／終了」情
報が「終了」である上位コントローラー送信データ５１が送信されてくる。したがって、
下位コントローラーのＣＰＵ８が、所定時間、上位コントローラー３ａから、「許可／禁
止／終了」情報が「終了」である上位コントローラー送信データ５１を受信できない場合
は、ネットワーク異常、コントローラー異常その他の異常が発生したものとして、表示部
５にその旨を表示させるものとしてもよい。
【００９９】
（Ｓ３９）
　下位コントローラーのＣＰＵ８は、受信した上位コントローラー送信データ５１の「機
能名称」情報における実行中機能を終了させる。また、下位コントローラーのＣＰＵ８は
、自身の表示部５において、終了させた実行中機能に対応する「状態」欄及び「実行」欄
を消灯させ空欄表示とする。また、下位コントローラーのＣＰＵ８は、自身の登録機能情
報を更新し、不揮発性メモリー１０に記憶させる。そして、下位コントローラーのＣＰＵ
８は、更新した登録機能情報を上位コントローラー３ａに送信する。そして、ステップＳ
４０へ進む。
【０１００】
　前述のステップＳ３５、ステップＳ３６及びステップＳ３９のように、下位コントロー
ラーのＣＰＵ８が、更新された登録機能情報を上位コントローラー３ａに送信することに
よって、下位コントローラーにおける表示部５に表示される「実行」欄及び「状態」欄に
表示される内容と、上位コントローラー３ａが有するその下位コントローラー用の「実行
」欄及び「状態」欄に表示される内容とが、常時同期させて表示することができるので、
安全性かつ利便性を兼ね備えることができる。
【０１０１】
（Ｓ４０）
　ユーザーは、下位コントローラーの表示部５の「実行」欄及び「状態」欄の表示によっ
て、実行選択機能の実行状態をモニターすることができる。
【０１０２】
　なお、図１３におけるステップＳ１１において、ユーザーによって上位コントローラー
３ａの表示部５上で特定の機能が選択された状態で実行／停止ボタン１２が押下された場
合は、下位コントローラーから操作される場合ではないので、下位コントローラーから上
位コントローラー３ａに下位コントローラー送信データ５０が送信されることはない。し
たがって、この場合の図１４で示される下位コントローラーの処理は、ステップＳ３４及
びステップＳ３８における、上位コントローラー３ａからの上位コントローラー送信デー
タ５１の受信待ち状態から開始される。また、図１３におけるステップＳ１５のように、
実行選択機能を実行させるために、実行中機能を停止させる場合、この実行中機能を停止
させるのは、ユーザーが直接停止させる操作を実施するものではないので、下位コントロ
ーラーから上位コントローラー３ａに下位コントローラー送信データ５０が送信（図１４
のステップＳ３７の処理）されることはない。したがって、この場合の図１４で示される
下位コントローラーの処理は、ステップＳ３８における、上位コントローラー３ａからの
上位コントローラー送信データ５１の受信待ち状態から開始される。
【０１０３】
　図１５は、本発明の実施の形態３に係る空気調和システムの各機能を実行させるための
上位コントローラー３ａ及び下位コントローラーの並列動作を示すシーケンス図である。
図１３においては上位コントローラー３ａについて、図１４においては下位コントローラ
ーについてその処理動作を個別に説明した。以下、図１５を参照しながら、上位コントロ
ーラー３ａ及び下位コントローラーの処理について、並列的な動作の例を説明する。
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【０１０４】
（Ｓ５１）
　下位コントローラーであるコントローラー３ｂの表示部５において、ユーザーによって
「快適機能（１）」（実行優先順位＝１７）が選択され、実行／停止ボタン１２の操作に
よってこの機能が選択操作され、実行選択機能となる。そして、コントローラー３ｂのＣ
ＰＵ８は、上位コントローラー３ａに対して、「開始／終了」情報を「開始」とする下位
コントローラー送信データ５０（図１５における「開始指令」）を送信する。以上の動作
は、図１４におけるステップＳ３１～ステップＳ３３の処理に相当する。
【０１０５】
（Ｓ５２）
　コントローラー３ｂから下位コントローラー送信データ５０を受信した上位コントロー
ラー３ａのＣＰＵ８は、コントローラー３ｂが管理する空気調和機において、実行選択機
能である「快適機能（１）」が実行可能か否か判定する。以上の動作は、図１３における
ステップＳ１１～ステップＳ１３に相当する。
【０１０６】
（Ｓ５３）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、コントローラー３ｂが管理する空気調和機にお
いて既に実行している機能が存在しないので、実行選択機能が実行可能と判定し、コント
ローラー３ｂに対して、「許可／禁止／終了」情報を「許可」とする上位コントローラー
送信データ５１（図１５における「許可指令」）を送信する。以上の動作は、図１３にお
けるステップＳ１９に相当する。
【０１０７】
（Ｓ５４）
　上位コントローラー３ａから上位コントローラー送信データ５１を受信したコントロー
ラー３ｂのＣＰＵ８は、「許可／禁止／終了」情報が「許可」であると判定し、実行選択
機能である「快適機能（１）」を実行する。以上の動作は、図１４におけるステップＳ３
４及びステップＳ３５に相当する。
【０１０８】
（Ｓ５５）
　次に、上位コントローラー３ａの表示部５において、ユーザーによってコントローラー
３ｂ用の機能である「その他機能」（実行優先順位＝１０）が選択され、実行／停止ボタ
ン１２の操作によってこの機能が選択操作され、実行選択機能となる。そして、上位コン
トローラー３ａのＣＰＵ８は、コントローラー３ｂが管理する空気調和機において、実行
選択機能である「その他機能」が実行可能か否か判定する。以上の動作は、図１３におけ
るステップＳ１１～ステップＳ１４に相当する。
【０１０９】
（Ｓ５６）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、コントローラー３ｂが管理する空気調和機にお
いて実行されている「快適機能（１）」の実行優先順位が「１７」であるのに対し、実行
選択機能である「その他機能」の実行優先順位が「１０」であることから、実行選択機能
の実行は不可であると判定する。そして、上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、実行選
択機能の実行は不可とするため、コントローラー３ｂに対して、「許可／禁止／終了」情
報を「禁止」とする上位コントローラー送信データ５１（図１５における「禁止指令」）
を送信する。以上の動作は、図１３におけるステップＳ１４及びステップＳ１６に相当す
る。
　なお、上位コントローラー３ａのＣＰＵ８はコントローラー３ｂに対して「禁止命令」
を送信するものとしているが、上位コントローラー３ａの表示部５において操作がなされ
、選択された機能が実行不可と判定されたのであるから、特に、コントローラー３ｂに対
して、「許可／禁止／終了」情報を「禁止」とする上位コントローラー送信データ５１を
送信しなくてもよい。
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【０１１０】
（Ｓ５７）
　上位コントローラー３ａから上位コントローラー送信データ５１を受信したコントロー
ラー３ｂのＣＰＵ８は、「許可／禁止／終了」情報が「禁止」であると判定し、実行選択
機能である「その他機能」を実行させないものとする。以上の動作は、図１４におけるス
テップＳ３４及びステップＳ３６に相当する。
【０１１１】
（Ｓ５８）
　次に、下位コントローラーであるコントローラー３ｃの表示部５において、ユーザーに
よって「快適機能（２）」（実行優先順位＝１４）が選択され、実行／停止ボタン１２の
操作によってこの機能が選択操作され、実行選択機能となる。そして、コントローラー３
ｃのＣＰＵ８は、上位コントローラー３ａに対して、「開始／終了」情報を「開始」とす
る下位コントローラー送信データ５０（図１５における「開始指令」）を送信する。以上
の動作は、図１４におけるステップＳ３１～ステップＳ３３の処理に相当する。
【０１１２】
（Ｓ５９）
　コントローラー３ｃから下位コントローラー送信データ５０を受信した上位コントロー
ラー３ａのＣＰＵ８は、コントローラー３ｃが管理する空気調和機において、実行選択機
能である「快適機能（２）」が実行可能か否か判定する。以上の動作は、図１３における
ステップＳ１１～ステップＳ１３に相当する。
【０１１３】
（Ｓ６０）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、コントローラー３ｃが管理する空気調和機にお
いて既に実行している機能が存在しないので、実行選択機能が実行可能と判定し、コント
ローラー３ｃに対して、「許可／禁止／終了」情報を「許可」とする上位コントローラー
送信データ５１（図１５における「許可指令」）を送信する。以上の動作は、図１３にお
けるステップＳ１９に相当する。
【０１１４】
（Ｓ６１）
　上位コントローラー３ａから上位コントローラー送信データ５１を受信したコントロー
ラー３ｃのＣＰＵ８は、「許可／禁止／終了」情報が「許可」であると判定し、実行選択
機能である「快適機能（２）」を実行する。以上の動作は、図１４におけるステップＳ３
４及びステップＳ３５に相当する。
【０１１５】
（Ｓ６２）
　次に、下位コントローラーであるコントローラー３ｂの表示部５において、ユーザーに
よって「省エネ機能（２）」（実行優先順位＝１８）が選択され、実行／停止ボタン１２
の操作によってこの機能が選択操作され、実行選択機能となる。そして、コントローラー
３ｂのＣＰＵ８は、上位コントローラー３ａに対して、「開始／終了」情報を「開始」と
する下位コントローラー送信データ５０（図１５における「開始指令」）を送信する。以
上の動作は、図１４におけるステップＳ３１～ステップＳ３３の処理に相当する。
【０１１６】
（Ｓ６３）
　コントローラー３ｂから下位コントローラー送信データ５０を受信した上位コントロー
ラー３ａのＣＰＵ８は、コントローラー３ｂが管理する空気調和機において、実行選択機
能である「省エネ機能（２）」が実行可能か否か判定する。以上の動作は、図１３におけ
るステップＳ１１～ステップＳ１４に相当する。
【０１１７】
（Ｓ６４）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、コントローラー３ｂが管理する空気調和機にお
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いて実行されている「快適機能（１）」の実行優先順位が「１７」であるのに対し、実行
選択機能である「省エネ機能（２）」の実行優先順位が「１８」であることから、「快適
機能（１）」を停止させ、代わりに「省エネ機能（２）」の実行が可能であると判定する
。まず、上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、実行している「快適機能（１）」を停止
させるため、コントローラー３ｂに対して、「許可／禁止／終了」情報を「終了」とする
上位コントローラー送信データ５１（図１５における「終了指令」）を送信する。以上の
動作は、図１３におけるステップＳ１４及びステップＳ１５に相当する。
【０１１８】
（Ｓ６５）
　上位コントローラー３ａから上位コントローラー送信データ５１を受信したコントロー
ラー３ｂのＣＰＵ８は、「許可／禁止／終了」情報が「終了」であると判定し、実行して
いる「快適機能（１）」を終了させる。以上の動作は、図１４におけるステップＳ３４及
びステップＳ３６に相当する。
【０１１９】
（Ｓ６６）
　続いて、上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、実行選択機能である「省エネ機能（２
）」を実行させるため、コントローラー３ｂに対して、「許可／禁止／終了」情報を「許
可」とする上位コントローラー送信データ５１（図１５における「許可指令」）を送信す
る。以上の動作は、図１３におけるステップＳ１５に相当する。
【０１２０】
（Ｓ６７）
　上位コントローラー３ａから上位コントローラー送信データ５１を受信したコントロー
ラー３ｂのＣＰＵ８は、「許可／禁止／終了」情報が「許可」であると判定し、実行選択
機能である「省エネ機能（２）」を実行する。以上の動作は、図１４におけるステップＳ
３４及びステップＳ３５に相当する。
【０１２１】
（Ｓ６８）
　図３で例示したように「省エネ機能（２）」は、「自動停止タイマー運転」としている
ので、コントローラー３ｂのＣＰＵ８は、「省エネ機能（２）」を設定時間実行させた後
、自動終了させる。また、コントローラー３ｂのＣＰＵ８は、「省エネ機能（２）」を終
了させた後、表示部５において、この「省エネ機能（２）」に対応する「状態」欄及び「
実行」欄を消灯させ空欄表示とする。また、コントローラー３ｂのＣＰＵ８は、自身の登
録機能情報を更新し、不揮発性メモリー１０に記憶させる。そして、コントローラー３ｂ
のＣＰＵ８は、更新した登録機能情報を上位コントローラー３ａに送信する。
【０１２２】
（Ｓ６９）
　コントローラー３ｂから登録機能情報を受信した上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は
、その登録機能情報の内容を、自身の表示部５の表示に反映させる。
【０１２３】
（Ｓ７０）
　次に、下位コントローラーであるコントローラー３ｃの表示部５において、ユーザーに
よって「快適機能（２）」（実行優先順位＝１４）が選択され、実行／停止ボタン１２の
操作によってこの機能を停止させるための終了選択操作がなされる。そして、コントロー
ラー３ｃのＣＰＵ８は、上位コントローラー３ａに対して、「開始／終了」情報を「終了
」とする下位コントローラー送信データ５０（図１５における「終了指令」）を送信する
。以上の動作は、図１４におけるステップＳ３１、ステップＳ３２及びステップＳ３７の
処理に相当する。
【０１２４】
（Ｓ７１）
　コントローラー３ｃから下位コントローラー送信データ５０を受信した上位コントロー
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ラー３ａのＣＰＵ８は、コントローラー３ｃが管理する空気調和機において、実行されて
いる「快適機能（２）」を終了させるための判定をする。以上の動作は、図１３における
ステップＳ１１及びステップＳ１２に相当する。
【０１２５】
（Ｓ７２）
　上位コントローラー３ａのＣＰＵ８は、実行している「快適機能（２）」を停止させる
ため、コントローラー３ｃに対して、「許可／禁止／終了」情報を「終了」とする上位コ
ントローラー送信データ５１（図１５における「終了指令」）を送信する。以上の動作は
、図１３におけるステップＳ２０に相当する。
【０１２６】
（Ｓ７３）
　上位コントローラー３ａから上位コントローラー送信データ５１を受信したコントロー
ラー３ｃのＣＰＵ８は、「許可／禁止／終了」情報が「終了」であると判定し、実行して
いる「快適機能（２）」を終了させる。以上の動作は、図１４におけるステップＳ３８及
びステップＳ３９に相当する。
【０１２７】
（実施の形態３の効果）
　以上のような構成及び動作のように、上位コントローラー３ａにおいて、上位コントロ
ーラー３ａ用の登録機能情報の実行優先順位を含め、下位コントローラーの実行優先順位
を設定可能とし、設定した実行優先順位に基づいて実行可否を判定して制御することで、
空気調和システムとしての機能を落とすことなく柔軟な空調制御を実施することができる
。
【０１２８】
　また、上位コントローラー３ａにおいて、下位コントローラーが管理する全ての空気調
和機の制御が可能、かつ、その実行状態を全て確認することができるので、空気調和シス
テム全体の空調管理の利便性が飛躍的に高くなる。
【０１２９】
　また、下位コントローラー自身が有する表示部５に表示される登録機能情報の内容と、
上位コントローラー３ａが有するその下位コントローラー用の登録機能情報の表示内容と
が、常時同期させて表示することができるので、安全性かつ利便性を兼ね備えることがで
きる。
【０１３０】
　なお、図１３～図１５で示されるように、下位コントローラーで管理される空気調和機
については、その下位コントローラーから各機能の実行又は停止させることもでき、上位
コントローラー３ａから各機能を実行又は停止させることもできるものとしたが、これに
限定されるものではない。例えば、各空気調和機の機能の実行及び停止操作を、上位コン
トローラー３ａによって一元管理したい場合等においては、上位コントローラー３ａから
のみ、各空気調和機の機能を実行又は停止操作できるものとし、下位コントローラーから
は各空気調和機の機能の実行又は停止操作を不可とし、表示部５によって各機能の実行状
態をモニターのみ可能とする構成としてもよい。
【０１３１】
　また、本実施の形態に係る空気調和システムの動作は、実施の形態２に係る空気調和シ
ステムに適用することも可能である。
【符号の説明】
【０１３２】
　１ａ～１ｄ　室内機、２ａ、２ｂ 　室外機、３ａ　上位コントローラー、３ｂ、３ｃ
　コントローラー、４　通信線、５　表示部、６　操作入力部、７　メモリー、８　ＣＰ
Ｕ、９　送受信回路、１０　不揮発性メモリー、１１　カーソルボタン、１２　実行／停
止ボタン、１３　優先順位設定ボタン、５０　下位コントローラー送信データ、５１　上
位コントローラー送信データ、１００ａ、１００ｂ　空気調和機。
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